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熊本地震　に学ぶ
陸羽地震を経験　した町の防災にどう活かす

行
政
視
察
研
修

　
議
会
で
は
4
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
、
昨
年
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
被
害
や
そ
の
後
の
復
旧

の
状
況
に
つ
い
て
被
害
が
大
き
か
っ
た
益ま
し
き城
町
・
南み
な
み
あ
そ

阿
蘇
村
・
御み
ふ
ね船
町
を
訪
問
し
行
政
視
察
を
行
な
い

ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。（
２
～
５
Ｐ
）

今
回
の
行
政
視
察
研
修
は
、
明
治
29
年
８
月

31
日
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.2
の

内
陸
直
下
型
の
陸
羽
地
震
で
被
災
し
た
歴
史
を

も
つ
本
町
に
と
っ
て
、
昨
年
4
月
14
日
及
び
16

日
に
最
大
震
度
７
を
計
測
し
た
同
じ
く
内
陸
直

下
型
地
震
で
あ
る
熊
本
地
震
の
被
害
状
況
を
視

察
し
、
ま
た
、
発
災
直
後
か
ら
連
日
災
害
対
応

に
あ
た
っ
た
町
村
職
員
や
議
員
か
ら
直
接
そ
の

対
応
の
内
容
や
反
省
点
等
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、

町
の
防
災
行
政
の
在
り
方
や
災
害
時
の
議
会
と

し
て
の
対
応
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。

「
百
聞
は
一
見
に
如し

か
ず
」
の
言
葉
ど
お
り
被

災
し
た
現
地
を
視
察
し
た
こ
と
で
、
よ
り

大
き
な
成
果
を
得
て
帰
町
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

が
、
そ
の
成
果
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
議
会
の
災
害

時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
「
議
会
の
在
り
方
・

政
策
等
調
査
会
」
で
検
討
を
し
、
９
月
を
目
途
に
作

成
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

明治29年
8月31日

　畠山久
左エ門宅（

初代六郷
町長）

大規模な山崩れにより、阿蘇大橋が崩落した付近
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研修レポート直下型は
前ぶれなく発生する！！

東海大学生が暮らしていたアパート（南阿蘇村）

いまだに手つかずの益城町議場

〔益城町〕
人口 33,028人（Ｈ29.4.30）
震度 7
全壊 3,026棟
半壊 3,233棟
死亡者 37人（関連死17人含む）
重傷者 132人

〔南阿蘇村〕
人口 10,976人（Ｈ29.4.30）
震度 6強
全壊 668棟
半壊 889棟
死亡者 27人（関連死11人含む）
重傷者 29人

〔御船町〕
人口 17,225人（Ｈ29.3.30）
震度 6弱
全壊 443棟
半壊 2,300棟
死亡者 9人（関連死8人含む）
重傷者 11人

御船町

熊本市 南阿蘇村
益城町益城町

 

行
政
視
察
報
告
書
の
概
要

り
、
実
際
の
訓
練
や
講
習

が
必
要
。

　
防
災
行
政
無
線
が
使

え
な
い

防
災
行
政
無
線
が
あ
っ
て

も
、
停
電
で
使
え
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
二

重
、
三
重
の
情
報
伝
達
手

段
が
必
要
。

マ
ス
コ
ミ
が
殺
到

マ
ス
コ
ミ
が
殺
到
す
る
の

で
対
応
に
苦
慮
す
る
。
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
担
当
職

員
の
配
置
が
必
要
。

前
触
れ
な
く
発
生

内
陸
直
下
型
地
震
は
い
き

な
り
発
生
す
る
た
め
、
防

災
行
政
無
線
が
機
能
し
な

い
場
合
が
あ
る
。
特
に
対

策
の
中
枢
と
な
る
庁
舎
の

電
源
確
保
は
重
要
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
機
能

し
な
か
っ
た

想
像
を
は
る
か
に
超
え
る

災
害
で
あ
っ
た
た
め
機
能

し
な
か
っ
た
。
最
大
レ
ベ

ル
の
被
害
を
想
定
し
た
防

災
計
画
が
必
要
。

自
主
防
災
組
織
が
機

能
し
な
か
っ
た

自
助
・
共
助
が
重
要
で
あ

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア

住
民
の
苦
情
や
災
害
対
策

で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
の
対

応
に
な
る
た
め
、
精
神
的

な
負
担
に
よ
り
、
未
だ
に

入
院
し
て
い
る
職
員
も
い

る
。
職
員
の
メ
ン
タ
ル
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
必
要
。

陸
羽
地
震
を
振
り
返
る

　

明
治
29
年
（
１
８
９
６

年
）
８
月
31
日
に
、
真
昼

山
地
の
直
下
で
発
生
し
た

内
陸
直
下
型
地
震
で
、
千

屋
・
畑
屋
・
六
郷
・
飯
詰

な
ど
の
集
落
で
は
、
全
戸

数
の
７
割
以
上
が
全
半
壊

し
、
死
者
も
多
数
出
た
。

ま
た
、
こ
の
地
震
で
田
沢

湖
町
か
ら
六
郷
町
に
至
る

約
30
㎞
の
区
間
で
地
震
断

層
が
確
認
さ
れ
、
最
大
3.5

メ
ー
ト
ル
変
位
（
山
側
が

上
昇
）
し
た
こ
と
が
調
査

に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
。

議
会
の
検
討
事
項

①
災
害
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
（
現
在
は
震
度
６
弱
で
議
会

に
集
合
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

て
い
る
）

②
災
害
時
に
特
別
委
員
会
設
置
。

町
・
住
民
と
協
議
。

③
議
員
間
の
情
報
交
換
手
段
（
メ

ー
ル
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
）

④
議
長
を
中
心
と
し
た
連
絡
体
制

の
確
立

⑤
住
民
へ
情
報
提
供
す
る
た
め
の

議
会
広
報
特
別
版
の
発
行

倒壊した旧坂本東嶽邸

物
資
受
け
入
れ
体
制

被
災
３
日
後
位
か
ら
物
資

が
届
く
が
、
安
全
な
場
所

を
一
時
拠
点
と
し
、
そ
こ

で
仕
分
け
し
配
送
す
る
。

地
震
の
調
査
研
究

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
地
震
に
備
え
て
、
引

き
続
き
調
査
研
究
が
必
要
。

　
住
民
意
識
の
高
揚

防
災
に
対
す
る
情
報
を
提

供
し
、
住
民
の
防
災
意
識

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
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＊教育振興費
今年度は仙南小で制作

14万円

＊自主防災組織助成金（宝くじ）
２組織の助成
260万円

＊道の駅整備
曲がり屋火災報知器の

設置など
83万円

 一般会計補正予算　主な事業

＊起業者総合支援事業補助金
3起業者に支援
599万円

＊ネットワーク型園芸
拠点整備事業
複合型農業の支援
466万円

昨年度助成を受けたカフェ（中島）

昨年美郷中で壁画を制作する大小島真木さん

　
６
月
定
例
会
を
６
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
、
11
日
間

の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
審
議
し
た
議
案
は
農
業
委
員

の
任
命
17
件
に
同
意
し
た
ほ
か
、
平
成
29
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
や
財
産
取
得
な
ど
、
14
議
案
そ
の
全
て
を
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
３
議
員
が
登
壇
し
て
町
政
を
た

だ
し
、
陳
情
３
件
を
採
択
し
、
う
ち
２
件
に
つ
い
て
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
以
下
、
主
な
内
容
を
お
伝
え

し
ま
す
。

武
藤　

邦く
に
お男
氏（
上
畑
屋
）

深
沢　
　

靖や
す
し

氏（
中
野
）

細
井
千ち

よ

ふ

み

代
文
氏（
本
堂
東
部
）

佐
藤　
　

久ひ
さ
し

氏（
釜
蓋
）

山
田　

貞さ
だ
こ子
氏（
新
田
）

鈴
木　

敏と
し
お夫
氏（
天
神
堂
）

中
野
龍り

ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
氏（
本
館
）

中
野　
　

均ひ
と
し

氏（
遠
槻
）

髙
橋　

秀ひ
で
ゆ
き行
氏（
琴
平
）

髙
橋　

正ま
さ
ひ
さ尚
氏（
元
本
堂
北
部
）

小
西　

嘉よ
し
ゆ
き之
氏（
関
田
） 

加
藤　

民た
み
あ
き昭
氏（
本
館
）

加
藤
堅け

ん
の
す
け

之
助
氏（
石
神
）

髙
橋　

正ま
さ
か
ず和
氏（
千
屋
中
部
）

井
関　

一か
ず
よ
し良
氏（
扇
田
）

深
田　

秋と
き
ひ
こ彦
氏（
下
畑
屋
）

佐
々
木
竜り

ゅ
う
こ
う孝
氏（
土
崎
北
部
）

　

今
回
か
ら
農
業
委
員
の
選
出

方
法
が
公
選
か
ら
任
命
に
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
17
人
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

新
制
度
で

農
業
委
員
17
人
決
ま
る

　

国
民
健
康
保
険
税
は
６
月
定

例
会
で
確
定
し
ま
す
が
、
今
年

度
は
、
税
率
を
据
え
置
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
国
保
税
の
本
算

定
で
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
推
進

に
よ
り
、
一
人
当
た
り
の
医
療

費
の
伸
び
率
は
3.5
％
と
鈍
化
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
必
要

な
療
養
給
付
費
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
税
率
の
引
き
上
げ
も

検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
税
収

の
不
足
分
に
繰
越
金
を
充
て
る

こ
と
で
調
整
し
、
税
率
改
正
を

行
わ
ず
現
行
税
率
を
据
え
置
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
所
得
額
が
所
定
の

金
額
に
満
た
な
い
場
合
、
均
等

割
及
び
平
等
割
が
軽
減
さ
れ
ま

す
が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
は

５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
所
得

基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た

め
、
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯

が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

国民健康保険税 税率据え置き・
軽減世帯拡大

町の農地をどう守る

　
定
例
会
概
要

何
が
き
ま
っ
た
の
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財
産
取
得
に
つ
い
て

工
事
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

平成30年度までに全戸に配布予定

6月定例会　請願・陳情6月定例会　請願・陳情

採択しました

採択し、意見書を提出しました

◇基盤整備事業の補助率増加に関する陳情書
	 	 秋田県田沢疎水土地改良区	 理事長　髙貝　久遠
	 	 秋田県仙北平野土地改良区	 理事長　伊藤　稔
	 	 美郷町千畑土地改良区	 理事長　佐藤　辰雄
	 	 秋田県仙南土地改良区	 理事長　鈴木　敏夫

◇教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合２分の１復元をはかるための、2018年度政府予算
に係る意見書採択の陳情について
	 	 秋田県教職員組合　執行委員長　櫻田　憂子
	 	 秋田県教職員組合　仙北支部　支部長　渋谷　聡

◇地方財政の充実・強化に向けた意見書提出を求める陳情書
	 	 連合秋田大曲地域協議会　議長　岩佐　真

 
条
例
・
補
正
予
算
質
疑

６
月
16
日
、
議
案
に
対
す
る
質
疑・

討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
質
疑
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま
す
。

な
ぜ
、
今
の
時
期
に

入
札
か
？

飛
澤
議
員　
ド
ー
ザ
の
納

入
期
限
が
平
成
30
年
３
月

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

２
１
５
０
台
購
入
し
、災
害
に
備
え
る

内
容　
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
を
購
入
し
町
内
各
家

庭
に
無
償
配
布
す
る
も
の

で
す
。

内
容　
事
務
用
パ
ソ
コ
ン

を
更
新
し
事
務
作
業
の
効

率
化
を
図
る
も
の
で
す
。

内
容　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
の
購
入
を
す
る
も
の
で

す
。

内
容　
除
雪
ド
ー
ザ
を
一

台
購
入
す
る
も
の
で
す
。

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

取
得
金
額

３
０
７
４
万
３
２
８
０
円

事
務
用
パ
ソ
コ
ン

取
得
金
額

６
３
２
万
５
７
７
６
円

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

取
得
金
額
１
３
５
０
万
円

契
約
金
額
５
５
０
８
万
円

除
雪
ド
ー
ザ

取
得
金
額

１
６
６
４
万
２
８
０
０
円

２
日
と
な
っ
て
い
る
が
、

除
雪
シ
ー
ズ
ン
が
終
了
す

る
時
期
な
の
に
、
な
ぜ
今

入
札
す
る
の
か
。

　

除
雪
体
制
に
影
響
は
な

い
の
か
。

木
村
建
設
課
長　
排
気
ガ

ス
規
制
の
関
係
で
、
排
ガ

ス
処
理
装
置
の
納
品
に
日

数
が
か
か
る
た
め
、
３
月

２
日
ま
で
と
し
た
。

　

除
雪
体
制
に
影
響
は
な

い
。

る
改
修
と
耐
震
補
強
の
た

め
の
鉄
骨
工
事
で
、
離
れ

は
、
耐
震
補
強
及
び
建
物

補
修
工
事
で
あ
る
。
平
成

30
年
度
に
は
、
工
事
を
全

て
終
え
る
予
定
で
あ
る
。

内
容　

坂
本
東
嶽
邸
蔵
・

離
れ
改
修
工
事
の
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

工
事
内
容
に
つ
い
て

熊
谷（
隆
）議
員　
工
事
内

容
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

髙
橋（
一
）生
涯
学
習
課
長

　

今
回
の
工
事
施
工
割
合

は
蔵
87
％
、
離
れ
13
％
で

あ
る
。
蔵
部
分
は
、
基
礎

部
分
の
経
年
劣
化
等
に
よ

坂本東嶽邸　離れ
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質　問　者

３
議
員
が

７
項
目
を
質た

だ

す

村田　薫　議員
◇　所有者不明地や町への贈与地の活用促進
◇　「基金」増は「交付税」減にならないか
深澤　均　議員
◇　中学生の提案について
◇　買い物弱者と乗合タクシーについて
泉　美和子　議員
◇　あったか山グリーンパーク受付窓口変更に

ついて
◇　臨時職員の処遇改善を
◇　道徳教育について

　
６
月
14
日
の
本
会
議
に
お
い
て
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
３
議
員
が
７
項
目
に
わ
た
っ
て
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
以
下
、
質
問
・
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お

伝
え
し
ま
す
。

一般質問とは？

　一般質問は、年４回の議会定例会において行われます。議題とは
関係なく、行財政全般にわたる議員主導による政策論議であるため、
通告制が採用されています。通告（質問の届け出）は、議員個人の
判断によります。

村田　薫 議員

議
員　
政
府
は
、
基
金
残

高
が
多
い
自
治
体
へ
の
地

方
交
付
税
の
配
分
を
抑
制

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ

る
。
町
で
は
合
併
以
降
、

着
実
に
基
金
を
増
や
し
て

い
る
が
、
今
後
配
分
が
抑

制
さ
れ
る
な
ら
ば
、
現
在

町
民
が
負
担
を
感
じ
て
い

る
介
護
、
福
祉
、
子
育
て

等
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
費

用
に
基
金
を
充
当
し
て
は

ど
う
か
。

町
長　
地
方
交
付
税
配
分

抑
制
の
動
き
に
対
し
て
は
、

全
国
各
地
の
首
長
や
自
治

体
か
ら
「
全
く
も
っ
て
不

適
当
」
と
い
う
意
見
が
相

次
い
で
い
る
。
町
の
基
金

残
高
は
59
億
で
合
併
当
初

町への贈与を希望する土地の活用は
判断基準に基づくが全ては困難町長

議
員　
最
近
各
地
で
所
有

者
不
明
地
や
行
政
へ
の
贈

与
希
望
地
が
増
え
て
い
る
。

今
後
は
高
齢
化
や
人
口
減

少
で
問
題
が
深
刻
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

土
地
を
公
共
施
設
用
地
な

ど
に
充
て
て
は
ど
う
か
。

　
町
長　
こ
の
５
カ
年
で
13

件
の
贈
与
地
の
申
込
み
が

あ
り
、
内
10
件
を
受
納
し

た
。
受
納
は
町
の
要
綱
に

基
づ
き
今
後
も
公
正
か
つ

適
正
に
行
っ
て
い
く
が
、

判
断
と
な
る
基
準
は
①
中

立
性
、
公
平
性
の
確
保
②

活
用
価
値
③
抵
当
権
等
の

権
利
設
定
の
有
無
④
防
災

関
係
上
の
重
要
物
件
⑤
活

町
長

用
計
画
の
策
定
可
否
⑥
境

界
問
題
の
有
無
⑦
地
目
が

農
地
で
な
い
か
、
な
ど
で

あ
る
。

　

公
共
施
設
用
地
へ
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
公
共
施
設
の
現
状
維
持

も
困
難
で
あ
る
た
め
、
新

た
に
全
て
活
用
す
る
と
い

う
の
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
と
考
え
る
。

の
2.8
倍
で
あ
る
が
、
自
主

財
源
が
乏
し
い
た
め
、
後

年
度
を
見
据
え
て
基
金
の

設
置
目
的
に
照
ら
し
た
備

え
を
し
て
き
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
費
用
に
基
金
の
取
り

崩
し
を
す
る
こ
と
に
関
し

て
は
、
実
行
す
れ
ば
い
ず

れ
底
を
つ
き
財
政
に
影
響

が
出
る
た
め
考
え
て
い
な

い
。

基
金
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
費
用
に

基
金
の
取
崩
し
は
考
え
て
い
な
い

道路に活用された贈与地
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資
料
を
準
備
し
展
示
す
る

方
向
で
進
め
て
い
く
。

　
案
内
看
板
設
置
の
う
ち
、

六
郷
飛
行
場
に
関
し
て
は

戦
争
の
悲
惨
さ
を
な
る
べ

く
風
化
さ
せ
ず
、
後
世
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら

設
置
す
る
方
向
で
検
討
し

中
学
生
の
提
案
に
つ
い
て

あったか山グリーンパーク受付窓口を元に

乗合タクシーを統一料金に

資
料
は
展
示
、看
板
は
検
討

変更に理解を

当面は現行維持

深澤　均 議員

議
員
　
買
い
物
弱
者
が
目

立
つ
な
か
町
で
は
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
運
行
で
買
い
物

に
出
か
け
易
い
環
境
を
作

っ
て
い
る
が
、
移
動
販
売

や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

現
状
は
。

　
ま
た
現
在
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
料
金
は
地
区
割
に

な
っ
て
い
る
が
、
千
畑
地

区
内
に
は
生
鮮
食
料
品
ス

ー
パ
ー
が
な
い
状
況
で
あ

り
、
地
区
割
を
廃
止
し
、

統
一
料
金
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
町
長
　
現
在
町
内
で
は
、

２
業
者
が
巡
回
販
売
を
行

っ
て
い
る
他
、
ス
ー
パ
ー

教
育
長

町長

町長

議
員
　
昨
年
12
月
、「
昔
、

美
郷
町
に
も
戦
争
が
あ
っ

た
」
と
題
し
、
美
郷
中
学

生
に
よ
る
研
究
発
表
が
あ

っ
た
。
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
戦
争
へ
の
意
識
が
風

化
し
て
い
く
な
か
で
、
生

徒
達
は
六
郷
飛
行
場
や
後

三
年
空
襲
に
関
す
る
資
料

を
歴
史
民
俗
資
料
館
へ

展
示
す
る
こ
と
や
、
案
内

看
板
を
設
置
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
く
れ
た
。
こ

の
中
学
生
の
提
案
を
活

か
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
見
解
を
う
か
が
う
。

　教
育
長
　
資
料
館
へ
の

展
示
に
つ
い
て
は
、
後
世

に
戦
争
の
記
録
を
残
し

広
く
学
習
で
き
る
よ
う

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
有

償
の
生
活
支
援
な
ど
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
現
状
か
ら

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
料
金
に

つ
い
て
は
、
当
面
、
現
行

を
維
持
し
て
い
く
。

泉　美和子 議員

議
員
　
長
期
に
継
続
雇
用

さ
れ
て
い
る
臨
時
職
員
に

対
し
、
経
験
加
算
賃
金
と

す
る
こ
と
や
、
期
末
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
を
求
め

る
が
見
解
を
う
か
が
う
。

町
長
　
町
で
は
、
要
綱
に

議
員
　
あ
っ
た
か
山
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
の
受
付
窓
口

が
今
年
か
ら
「
六
郷
温
泉

あ
っ
た
か
山
」
の
フ
ロ
ン

ト
に
な
っ
た
こ
と
で
、
利

用
者
か
ら
不
満
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
元
に
戻

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
見

議
員
　
国
で
は
道
徳
教
育

の
教
科
化
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
特
定
の
価

値
観
を
押
し
つ
け
る
も
の

で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
中
学
校
に
お
い

教
育
長

町
長

て
は
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
い
た
授
業
が
行
わ
れ
て

お
り
、
特
定
の
価
値
観
を

押
し
つ
け
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、
指
摘
は
あ
た
ら

な
い
。

特
定
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
る

も
の
で
は
な
い
か

臨
時
職
員
の
処
遇
改
善
を

指
摘
は
あ
た
ら
な
い

継
続
雇
用
と
な
ら
な
い

基
づ
い
た
任
用
を
し
て
お

り
、
制
度
上
、
継
続
雇
用

と
な
ら
な
い
た
め
、
経
験

加
算
賃
金
と
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
期
末
手
当
の
支
給

は
地
方
自
治
法
上
、
出
来

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

解
を
う
か
が
う
。

町
長
　
昨
年
度
ま
で
管
理

を
町
内
業
者
に
委
託
し
て

き
た
が
、
委
託
業
者
か
ら

今
ま
で
と
同
様
の
管
理
は

困
難
と
の
申
し
出
が
あ
っ

た
。
他
業
者
に
も
問
合
せ

た
が
、
同
様
の
回
答
で
あ

っ
た
た
め
変
更
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
に
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

六郷飛行場があった付近を
見学する中学生（明田地）

受付は温泉のフロントへ

て
い
く
。
後
三
年
空
襲
に

関
し
て
は
設
置
場
所
や
設

置
後
の
管
理
面
で
難
し
い

と
考
え
る
。
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みさと
議会だより 

第51号 
クイズ

正解と当選者

★クイズ
【問１】	 美郷ブランド○○○応援事業

【問２】 	農業委員、次回から○○人に

◎クイズ当選者　抽選の結果、次の方々が当選しました。
佐々木　ひで子 様　　中村　裕子 様　　熊谷　順子 様

→　【正解】　1 7

→　【正解】　ゆ う き

第 7 回 「シリーズ  みさとの大家族」

読者の声
　毎号、たくさんの方にクイズに応募していただき、誠にありがとうございます。
これまでに寄せられたご意見の一部を掲載いたします。

　
議
会
だ
よ
り
の
「
み
さ
と
の
大

家
族
」
の
写
真
が
、
笑
顔
で
と
て

も
よ
く
写
っ
て
い
て
ほ
ほ
え
ま
し

い
で
す
。
ド
ン
ド
ン
紹
介
し
て
下

さ
い
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
60
代
　
女
性
）

　
キ
ラ
リ
美
郷
人
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
沢
山
の
方
が
色
々
趣

味
で
活
や
く
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
の
で
色
々
な
方
を
ぜ
ひ
紹
介
し

て
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　（
女
性
）

　
次
回
町
議
選
か
ら
十
六
名
体
制

に
な
る
が
、
こ
れ
以
上
の
削
減
は

考
え
な
い
方
が
良
い
。
町
民
の
声

が
届
き
に
く
く
な
る
。

（
70
代
　
男
性
）

　
議
員
の
皆
さ
ん
が
良
い
町
づ
く

り
を
目
標
に
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
、
色
々
と
変
え
て
い
こ
う
と

い
う
気
持
ち
が
伝
わ
る
議
会
を
開

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
60
代
　
女
性
）

　
☆
キ
ラ
リ
美
郷
人
の
鍛
冶
屋
さ

ん
、い
つ
ま
で
も
現
役
で
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
健
康
第
一
で
す
。

お
元
気
で
!!	

　
　（
60
代
　
女
性
）

　
議
会
だ
よ
り
は
審
議
の
内
容
が

わ
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
で
す
。

議
員
さ
ん
方
の
頑
張
っ
て
い
る
姿

も
わ
か
り
大
変
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
議
員
さ
ん
方
の
頑
張

り
で
、
も
っ
と
も
っ
と
よ
り
よ
い

町
に
な
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
50
代
　
女
性
）

　
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み
や

す
い
町
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
70
代
　
女
性
）

　
行
政
に
声
を
届
け
る
事
が
無
理

な
弱
者
の
願
い
も
ち
ょ
っ
と
で
も

い
い
か
ら
手
を
差
し
伸
べ
て
支
え

に
な
っ
て
く
だ
さ
る
事
を
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。
頼
み
ま
す
。

（
60
代
　
女
性
）

　
い
つ
も
町
の
た
め
私
達
の
た
め

頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。　（
50
代
　
女
性
）

　任期満了（平成29年 9月30日）による美郷町議会議員一般選挙の日程を
お知らせします。
　なお、今回の選挙から議員定数が２人削減され18人から16人になります。

告示日	 ９月１２日（火）
投票日	 ９月１７日（日）

町議会議員一般選挙に関するお知らせ

有
あ き
希さん

（長男の妻）

桜
さくら
愛さん

（孫）

めぐみさん
（長女）

誠
まこと
人さん

（長男）
広
ひろみ
美さん

（次男）

力
ちから
さん樹

いつき
希ちゃん

（孫）
愛
あいこ
子さん

（妻）
柏
はくと
人くん

（孫）

　

今
回
は
造
園
業
を
営
ん
で
い
る
藤
岡

力
さ
ん
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。
３
人
の

子
ど
も
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
社
を
経
営

し
て
い
て
、
夕
方
に
な
る
と
ご
く
自
然

に
事
務
所
に
集
ま
る
そ
う
で
す
。
全
員

が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
力
さ
ん
自
慢
の

庭
園
の
前
で
撮
影
を
し
ま
し
た
。

（
取
材
・
熊
谷
（
良
））

　　　立候補予定者説明会
	 開催日	 ８月３日（木）午前 10時から
	 会　場	 役場庁舎　３階　大会議室
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美郷町議会事務局 〒019-1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙170番地10（美郷町役場内）
TEL.0187-84-4912 FAX.0187-85-3102 E-mail gikai @ town.misato.akita.jp

美郷町ホームページ  http://www.town.misato.akita.jp/

地球環境にやさしいベジタブルインキを
使用しています。

◆キラリ美郷人
みさと議会だより 第52号

16

小田島さん 熊谷さん

美郷人
vol.47

シリーズ

●次回定例会は、8 月下旬を予定しています。
　傍聴をお待ちしております。

応募方法／

あて先／

締切日／

〒019-1541　美郷町土崎字上野乙 170 番地 10
美郷町議会事務局　議会だより係

平成 29 年 8 月 15 日（当日消印有効）

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢を書いてお
送りください。正解者の中から抽選で３人の方に粗品
を差し上げます。
　また、議会へのご意見などもお待ちしております。

○の中だけお答えください

問1

問2

～美郷わらの会～

内陸○○型地震

投票日は、9月○○日

会長 高橋久一さん（上畑屋）

☆発　足 平成29年2月26日
☆会員数 45人
☆今年の目標 全員が「わらぞうり」を作れるように

なること
☆定例会・練習日 毎月第3金曜日、午前10時～午後4

時まで

発
足
の
経
緯
に
つ
い
て

　「
美
郷
わ
ら
の
会
」
が
発
足
し
た
経

緯
で
す
が
、
昭
和
48
年
、
畑
屋
駐
在

所
に
赴
任
し
て
こ
ら
れ
た
一
の
宮
繁

さ
ん
が
、
廃
れ
ゆ
く
わ
ら
文
化
を
後

世
に
伝
え
た
い
と
の
強
い
思
い
で
、

十
数
名
が
集
ま
り
「
ふ
る
さ
と
懇
話

会
」
を
立
ち
上
げ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
旧
千
畑
町
で
「
わ
ら
細
工
館
」
が

完
成
し
た
際
、
懇
話
会
所
有
の
全
て

の
資
料
を
寄
贈
し
た
段
階
で
活
動
は

一
旦
休
止
し
ま
し
た
が
、
昨
年
「
わ

ら
の
文
化
入
門
の
集
い
」
が
開
催
さ

れ
た
時
に
、
教
育
長
さ
ん
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
わ
ら
の

会
を
立
ち
上
げ
、
協
力
願
い
た
い
と

の
お
話
を
頂
き
、
今
年
の
２
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　
今
回
「
わ
ら
文
化
交
流
の
集
い
」

の
講
師
を
務
め
ら
れ
た
、
千
葉
大
名

誉
教
授
の
宮
崎
清
先
生
は
、
わ
ら
文

化
の
基
地
づ
く
り
構
想
を
お
持
ち
の

よ
う
で
、
私
達
に
何
が
で
き
る
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
こ
と
か

ら
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
て
い
き
、

何
か
支
援
・
協
力
が
で
き
れ
ば
こ
の

上
な
い
喜
び
で
す
。

　
　
　
　取
材
後
記

　
課
題
は
わ
ら
の
確
保
だ
そ
う
で
す

が
、
わ
ら
文
化
の
基
地
づ
く
り
に
向

け
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

（
取
材
・
森
元
）

歴史民俗資料館展示

す
た


